
17,機械化を前提とした間伐方法

1.試験担当者
本朝林部造林第二研究宝長 蜂屋欣二 ほか

北海道支埸林部逍林第二妍究室 象盛 功 ほか

四国支堤造林研究室長 安菸 貴 ほか

2•試験目的

間伐卓業の省力化,問伐軽費を寇波し,間伐をより広く実行するため機械力の奪入も考え 

,られる。その前提として間伐方法の険討を必要とするが,当面,初期間伐における列状助伐 

法について検討したい〇

また,列植.巣梃えなど機械導入を考えた林分の問伐方法もあわせて検时する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本 壊

ヒノキ列状間成蟠区の設定,新伐»第1回弱充を実徳した〇

〇北海道支均

列状間伐が残存する林木の質的,史的生長に及松す影霽,密齒理を異火した場合のカ 

ラマッ収後設の比栽!,日嫣下作おけるトドマツ造林木の生長予測などの资料をうるため, 

中標津営林畧管内に各綾の列状間伐装地を設定しれ。

定山深営林興管内カラマツ列状間伐跡地において列間照度の測定をおとなった。

。四国支珍

高知信林署管内4 2年生ヒノキ林忙2 0 m,1Um間实の測線の両側1mの全立木を間

伐,5 m間隔の測敵両側5 0 cm□全立木を問伐する就験区と下宿伐»無間伐区の5処理Q

弑験地を舰し,生産椚造の殘を歩こなった〇

徳岛県,高知県,愛姒林試と共同で,下層間伐,択伐的間伐,列状間伐の試験地を設

定し,徳島洲颖地のスギ林で生涣档造を調査しあ

4. 昭和4 6年度の試験計画

〇本 埸

〇スギについて列状間伐試験区の設定

〇列状間伐離区の那例即査(1カ所>

〇北海道支尊

1. 中傍苗試験地の問伐後の林分状態の調査

2. 列我に液した林魏の木の生長予測のため耕地防風林の解析を・•こな乂

3. 定山溪列状間伐跡地の林冠閉舗•貝・合と林内照鹿の推移を調査する。

4. トドマツ造林木の生長予溺の資料とするため苗畑!ておいて庇蔭蠟をあ、こなう。

〇四国支場

ヒノキ2 0年生林分に下眉冏伐,択伐的間伐,列状問伐の試験地を設定し 球構造硒&冬
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18.集運材作業技術の最適化

1. 試験担当者
機械化都作業第一袄究室長 辻 陣道ほか

2. 試臆目的
びを倒れ,市圾暁妙出する蛟過程は林萊システム心、いて靱な位值を占めてい 

る。この伐检材系の彻化は以前から®Sされていながら林地林木の複建性,多瞬の扱 

械力の導入,地域の慣困宏らびに社会清努,耗営規模の変化等により,類型化は非常に困難 

視されて来た。しかしながら合理的な企秘営の立場から各作業工程ごとの作栗手略や作 

業工程の全体的な提遭化の必耍性は整々増大しているといえる。

集運材作槩は地形:,蓄あ作"技術,索張り方式,极械の種類等多く。耍因にエり作 

業方式は定形化されてお、らず,最適の題合せが解明されていない〇以上の"=4耍因を解析 

し,数:式化して循子壯尊機を用いて幾適化を図る。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

昭和4 2〜44年までは「集材檢作業の股遜化」のテーマで,4 2年は災材壤作案忆つい 

て,43年はトラクタ集材くついて•4 4年は集材横鄧村,とトラクダ遐材について薮交を 

進めて在た。

,5年度は長距雑集材(大型果材機)と短庖離集材松(小史果材桧•クレーン终材)方法 

の組合せと作英捲の最透なつけ方虻ついて調査を»こ左い・とりまと妙をかこなっむ

4. 昭和4 6年度の獄験計画

&まで【て開発してきた幾這化手法の舰への普及と適用が必耍であり.今年度は次のこと

を行

1. 瑯也資料の収集

2. 資料あてはめのマニアル作成

3. 適用するにあたっての問題点の解明
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